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文責：校長 2020 年１月 ３１日（金）№３７  

今年度、生徒会は本部役員を中心に各専門委員会でこ
れまで以上に充実した活動を行いました。昨年度、課題
としてあげられた意見箱の活用についても、意見箱に寄
せられた学級文庫の整備や特設剣道部の練習場所の確保
などが、生徒会の取組みにより実現されました。 
２９日（水）には、後期生徒会総会が開催され、今年

度の生徒会活動の成果と課題についての審議が行われま
した。質疑応答も活発に行われ、各専門員会等の今後の
重点的な活動内容について全校生で確認することができ
ました。 
総会の最初に、生徒会長の宗田さんが、「皆で生徒会活

動を充実させましょう。」と挨拶してくれた言葉に応える
ように、全員が矢祭中生徒会の一員としての自覚をもっ
て、しっかりと総会に臨んでいました。 

《生徒会本部》 
〇 生活安全委員会と連携して生活アンケート調

査を行い、学校生活の改善を図る。 
〇 次年度、特設水泳部と特設剣道部にも予算を計

上する。 
《生活・安全委員会》 

〇 朝の挨拶運動を、啓発ポスターを掲示するなど
して計画的に実施する。 

〇 靴下のはき方や、制服の着方について、全校朝
会で呼びかける等して意識を高めていく。 

《学習・図書委員会》 
〇 図書だよりを定期的に発行し、廊下に掲示する

などして読書啓発や図書紹介を行う。 
《保健・給食委員会》 
〇 金曜日、昼食時の校内放送で、健康に関する話

題について放送し、健康意識を高める。 
《環境・美化委員会》 
〇 並木丘祭前に、校舎周辺の美化活動を行う。 
《放送・新聞委員会》 
〇 放送中に笑い声が入ったりすることないよう気

をつけ、放送内容の充実に努める。 

若鮎学級では技術科の授業（後藤先生）で、福島県主
催の「ふくしま県産材で東京２０２０大会サポート事業
」に協力し、県産の杉材を使ったベンチを制作しました。
生徒が制作したベンチは、オリンピック開催中に関連施
設で利用され、オリンピック終了後には、オリンピック
レガシーとして本校で活用します。 
若鮎学級の家庭科の授業（邊見先生）では、調理実習

でハンバーグを調理しました。彩り豊かな野菜が添えら
れ、盛り付けも美しく仕上がりました。校長、教頭もご
馳走になり、美味しくいただきました。 

【県産材木製ベンチ制作】 【ハンバーグ】 

【楽しい調理実習】 【教頭先生試食】 

本校では、季節性インフルエンザ感染や新型コロナウ
イルスによる感染症を予防するために、手洗いの励行、
消毒用アルコールの設置、教室の換気や加湿等、以下の
対策を講じています。 

 
 
の徹底を図っています。 
 

〇 手洗いの励行 〇 消毒用アルコールの設置 
〇 咳エチケットの徹底 ～マスク着用等～  
〇 普段の健康管理指導 ～十分な睡眠とバランス 

のよい食事で免疫力を高める～ 
 〇 咳や発熱等の症状がある場合は、あらかじめ医療

機関に連絡の上速やかに医療機関を受診する。 
  ※ 内閣官房ホームページ「新型コロナウイルス感染症

の対応について」参照 

 
 
   

以上の対策について、本日、保健だよりを配付し、各
学級で感染症予防指導を行いました。ご家庭でもご覧い
ただき、学校と連携した感染症予防にご協力ください。 

 

オーストラリアでの大規模森林火災や新型コロナ
ウイルス感染拡大を踏まえ、生徒の安全確保を最優先
に、次年度海外修学旅行の実施時期・内容等について
町教育委員会、旅行代理店、ＰＴＡ会長・２学年委員
長と来週協議します。結果は、２／１４（金）の２学
年修学旅行説明会と本紙４０号でお知らせします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

質問１：体育や部活、放課後の体力づくりにより、体力が 
向上している。 

質問２：主体的・効果的・効率的に部活に取り組んでいる。  
質問３：自分手帳を活用し、健康管理や体力づくり等に取

り組んでいる。 
質問４：食育教育等により食事や健康に関する意識が高

まった。 
質問５：交通安全教室等により安全や防災に関する意識が 

高まった。 

 

《結果》 
〇 質問１(保護者との信頼関係)：保護者のＡが７月の 
１７％から１２月の３３％に有意に増加した。 

〇 質問５(地域との連携)：生徒の A が７月、１２月と
もに５割台に達した。 

● 質問２(学校だより等)：１２月の生徒、保護者のＡの
割合が３割台に留まった。 

● 質問３(小中連携)：保護者のＡの割合が７月、１２月
ともに１０％台に留まった。 

● 質問４(ＰＴＡ活動)：１２月の生徒のＡが３割台、保
護者のＡが２割台に留まった。 

● 質問５(地域との連携)：保護者のＡが７月、１２月と
もに２割台に留まった。 

《今後の取組み》 
● 質問２(学校だより等)：各種たより等の定期発行によ

り、授業や生徒の活躍の様子などを広く伝える。 
● 質問３(小中連携等)：小学校との乗り入れ授業や情報

交換等により、小学校での学習・生活指導を生かす。 
● 質問４(ＰＴＡ活動)：生徒に学校の教育活動を支える

ＰＴＡの意義を伝えると共に学校だより等で保護者、地
域にＰＴＡ活動の様子を適時伝える。 

● 質問５(地域との連携)：学校だより等で読み聞かせや
職場体験等、地域との連携を適時伝える。 

 

全校朝会での表彰者紹介 
Ａ：そう思う Ｂ：ややそう思う 
Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：まったくそう思わない 

質問１：連絡相談を通して担任や部活顧問との信頼関係が
築けている。 

質問２：ホームページや学校だより等により、学校の教育
活動の様子が伝わった。 

質問３：小学校と連携してきめ細かな指導を行っている。 
質問４：充実したＰＴＡ活動が行われている。  
質問５：地域の方々、関係機関との連携により、教育活動

が充実している。 

《結果》 
〇 質問５(安全・防災)：生徒の A が７月、１２月とも
に５割台に達した。 

● 質問１(体力づくり)：保護者の A が７月、１２月と
もに２割台に留まった。 

● 質問３(自分手帳)：１２月のAの割合が７月に比し、
生徒は１８％、保護者は３％と減少した。 

● 質問４(食育・健康)：保護者の A が７月に１９％、
１２月に１２％に留まった。 

● 質問５(安全・防災)：保護者のＡが７月は２６％、12
月も１９％に留まった。 

《今後の取組み》 
● 質問２(体力づくり)：体力テストの結果を活用し、体

育の授業や部活動での体力づくりを計画的に行う。保護
者とも課題を共有し、家庭と連携して取り組む。 

● 質問３(自分手帳)：養護教諭や体育科による保健指導
に活用し、生活改善に対する資質や主体性を高める。ま
た、保護者にも周知し、家庭と連携した活用を図る。 

● 質問４(食育・健康)食育教室、思春期講座等を実施す
る際に、生活に生かす実践力の育成を重視する。 

● 質問５(安全・防災)：安全防災指導の内容を学校・学
級だより、ポータルサイトで伝える。また、不審者情報
や交通安全指導等の内容もマチコミメールで伝える。 

朝 朝会

給食 〇

部活 ○

朝 朝読

給食 〇

部活 ○
朝 朝読

給食 〇
部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

８日（土）

９日（日）

６日
（木）

□英語補習（３年）　□週番引継ぎ（２班⇒３班）
□メディアチャレンジ週間　□スクールソーシャルワーカー来校

□スタディタイム
□学石Ｃ出願手続き～１４日・併願手続き～１７日
□日大東北高校一般合格発表・入学手続き～１８日

　来  週 の 主 な 行 事 予 定

２月３日
（月）

□全校朝会・生徒発表　□２の２身体測定（放課後）
□３年放課後学習会（理科②）□ＰＴＡ夕方の街頭指導
□学法石川高校Ｂ日程入学手続締切

７日
（金）

□職員打合　□読み聞かせ１・２年　□下校１６：３０
□３年第７回実力テスト　□生徒会専門委員会
□福島県立前期選抜出願　□３年学習会(国語③)
□英語補習(１年)　□茨城県立一般入試出願～１２日

□１・２年期末テスト前部活なし

□１・２年期末テスト前部活なし

４日
（火）

□カウンセラー来校　□スタディタイム
□3年放課後学習会(社会②) □英語補習（３年）
□学法石川Ｃ日程追試

５日
（水）

□３の２身体測定(放課後)
□スタディタイム


